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(57)【要約】
【課題】従来の設備保守、点検作業は、エリアごとに順
次点検するため、設備の劣化度を意識しておらず、新し
いもの、古いものに関わらず点検を実施しており、非効
率であった。
【解決手段】各設備の設置場所および各設置場所での設
置期間から各設備の劣化度を算出し、設備に対する作業
時点で劣化度が耐久度を越える設備または設備を同じ設
置場所で使用しつづけた場合に設備の次回の作業時点で
劣化度が耐久度を越えると想定される設備の少なくとも
１つを、優先的に保守、点検すべき設備として出力する
。
【選択図】図２e
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  各設備の設置場所および各設置場所での設置期間から各設備の劣化度を算出する手段と
、
　設備に対する作業時点での劣化度が耐久度を越える設備または設備を同じ設置場所で使
用しつづけた場合に設備に対する次回の作業時点での劣化度が前記耐久度を越える設備の
少なくとも１つを、優先的に保守、点検すべき設備として出力する手段とを備えることを
特徴とする設備のライフサイクルマネジメントシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のライフサイクルマネジメントシステムにおいて、
　前記劣化度を算出する手段は、基準となる設置場所の故障までの期間と対象となる設置
地区の故障までの期間とに基づいて、前記基準となる設置場所に対する前記対象となる設
置地区の単位期間あたりの劣化度を算出し、前記単位期間あたりの劣化度に前記設置期間
を乗算することにより、前記劣化度を算出することを特徴とする設備のライフサイクルマ
ネジメントシステム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のライフサイクルマネジメントシステムにおいて、
　複数の設備の劣化度の平均値から前記耐久度を算出する手段を備えることを特徴とする
設備のライフサイクルマネジメントシステム。
【請求項４】
　各設備の設置場所および各設置場所での設置期間から各設備の劣化度を算出し、
　設備に対する作業時点での劣化度が耐久度を越える設備または設備を同じ設置場所で使
用しつづけた場合に設備に対する次回の作業時点での劣化度が前記耐久度を越える設備の
少なくとも１つを、優先的に保守、点検すべき設備として出力することを特徴とする設備
のライフサイクルマネジメント方法。
【請求項５】
　処理装置と記憶装置を備え、
　前記記憶装置は、各設備の設置場所および各設置場所での設置期間を記憶し、
　前記処理装置は、前記記憶装置から前記各設備の設置場所および各設置場所での設置期
間を読み出し、前記各設備の設置場所および各設置場所での設置期間から各設備の劣化度
を算出し、各設備について、前記設備に対する作業時点での劣化度が前記耐久度を越える
か否かまたはまたは設備を同じ設置場所で使用しつづけた場合に前記設備に対する次回の
作業時点での劣化度が前記耐久度を越えるか否かの少なくとも１つを判定し、前記設備に
対する作業時点での劣化度が前記耐久度を越える設備または前記設備を同じ設置場所で使
用しつづけた場合に前記設備に対する次回の作業時点での劣化度が前記耐久度を越える設
備の少なくとも１つを出力することを特徴とする設備のライフサイクルマネジメントシス
テム。
【請求項６】
　処理装置と記憶装置を備えたコンピュータ上で実行される設備のライフサイクルマネジ
メント方法において、
　前記記憶装置が、各設備の設置場所および各設置場所での設置期間を記憶しており、
　前記処理装置が、前記記憶装置から前記各設備の設置場所および各設置場所での設置期
間を読み出し、前記各設備の設置場所および各設置場所での設置期間から各設備の劣化度
を算出し、
　前記処理装置が、各設備について、前記設備に対する作業時点での劣化度が前記耐久度
を越えるか否かまたはまたは設備を同じ設置場所で使用しつづけた場合に前記設備に対す
る次回の作業時点での劣化度が前記耐久度を越えるか否かの少なくとも１つを判定し、
　前記処理装置が、前記設備に対する作業時点での劣化度が前記耐久度を越える設備また
は前記設備を同じ設置場所で使用しつづけた場合に前記設備に対する次回の作業時点での
劣化度が前記耐久度を越える設備の少なくとも１つを出力することを特徴とする設備のラ



(3) JP 2010-20573 A 2010.1.28

10

20

30

40

50

イフサイクルマネジメント方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、設備を保守・点検するための技術に係り、特に配電設備を保守・点検するた
めの技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
  配電設備は、一度使用したものを保守、点検し、全く異なった場所にて再度使いまわす
という特色がある。従来の設備保守、点検作業は、その対象とする設備については、担当
地域についてエリアわけを行い、エリアごとに順次点検するという方法によって実施して
いた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の設備保守、点検作業は、エリアごとに順次点検するため、設備の劣化度を意識し
ておらず、新しいもの、古いものに関わらず点検を実施しており、非効率であった。また
、その点検作業ごとに修理コストもばらつきが生じ、経営上問題視されていた。
【０００４】
　本発明の目的は、各配電設備の劣化度に基づいて、保守、点検すべき対象の配電設備を
選択することで、効率的な作業が可能となるシステムおよび方法を提供することである。
【０００５】
　また、本発明の目的は、点検作業ごとの作業量、コスト、人件費や修理コストについて
平準化することができるシステムおよび方法を提供することである。
【０００６】
　また、本発明の目的は、各設備の劣化度情報を蓄積することで、各劣化要素の重要度や
設備、部品の耐久度の算出精度を向上させることができるシステムおよび方法を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  上記の課題を解決するためには、本発明では、各設備の設置場所および各設置場所での
設置期間から各設備の劣化度を算出し、設備に対する作業時点での劣化度が耐久度を越え
る設備または設備を同じ設置場所で使用しつづけた場合に設備に対する次回の作業時点で
の劣化度が耐久度を越える設備の少なくとも１つを、優先的に保守、点検すべき設備とし
て出力することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、各配電設備の劣化度から保守、点検すべき優先度を算出することがで
き、優先度の高い配電設備を対象に保守、点検することで、効率的な作業が可能となる。
【０００９】
　また、本発明によれば、点検作業ごとの作業量、コスト、人件費や修理コストについて
平準化することができる。
【００１０】
　また、本発明によれば、各設備の劣化度情報を蓄積することで、各劣化要素の重要度や
設備、部品の耐久度の算出精度を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明では、使いまわしも含めたその設備について設置環境をもとに劣化度を算出し、
保守、点検すべき優先度が判断可能な情報を提供し、その優先度に応じて、保守、点検す
ればよい。こうすることで、故障しやすい状態の設備から優先的に保守、点検することが
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できる。加えて、余分な点検作業を省くことができる。
【００１２】
　保守、点検すべき優先度を判断するためには、設定されている設備の詳細情報を管理す
る設備情報管理機能、故障した設備情報を管理する故障履歴管理機能、塩害、雷害といっ
た設備の劣化要素情報を管理する劣化要素管理機能、設備情報および劣化要素情報を入力
として各設備の劣化度を算出する設備劣化度算出機能、故障履歴情報および劣化要素情報
を入力として各設備の耐久限度を算出するリミット算出機能、劣化要素の各項目の劣化単
価を算出する劣化度設定機能、設備情報および劣化度より保守、点検すべき優先度を付与
する保守点検優先度表示機能からなるコンピュータシステムを用いる。
  以下、本発明の実施の形態について図面により詳細に説明する。
【００１３】
　図１は、本発明を適用した設備管理システムのシステムイメージを示したものである。
図１において、１００は、設備管理システムである。設備管理システムとして独立させて
いるが、既存の配電系システムと同一システム内でもよい。設備管理システム１００は、
故障履歴データベース１１０、設備情報データベース１２０、劣化要素データベース１３
０、設備耐久度データベース１４０、設備情報管理機能１５０、故障履歴管理機能１６０
、劣化要素管理機能１７０、設備劣化度算出機能１８０、リミット算出機能１９０、劣化
度設定機能２００、保守点検優先度表示機能２１０を有する。
【００１４】
　設備情報管理機能１５０は、設備の設置、撤去、再設置時にその設備に関する情報を設
備情報データベース１２０に登録する。図３bに、設備情報データベースのデータ構成図
を示す。設備情報データベース１２０は、「設備NO」、「種類」、「メーカー」、「タイ
プ」、「型NO」、「年式」、「設置開始年月日」、「故障年月日」、「設置地区１」、「
設置開始年月日１」、「設置終了年月日１」、「設置地区２」、「設置開始年月日２」、
「設置終了年月日２」、「設置地区３」、「設置開始年月日３」、「設置終了年月日３」
、・・・、「劣化度」を保持する。
【００１５】
　故障履歴管理機能１７０は、故障した設備を故障履歴データベース１１０に登録する。
図３aに、故障履歴データベース１１０のデータ構成図を示す。故障履歴データベース１
１０は、「設備NO」、「種類」、「メーカー」、「タイプ」、「型NO」、「年式」、「設
置開始年月日」、「故障年月日」、「設置地区１」、「設置開始年月日１」、「設置終了
年月日１」、「設置地区２」、「設置開始年月日２」、「設置終了年月日２」、「設置地
区３」、「設置開始年月日３」、「設置終了年月日３」、・・・、「劣化度」を保持する
。
劣化要素管理機能１７０は、設備を劣化させる地区とその１日あたりの劣化単価を劣化要
素データベースに登録する。図３cに、劣化要素データベースのデータ構成図を示す。劣
化要素データベース１３０は、「要素NO」「設置地区」「劣化単価」を保持する。
【００１６】
　設備劣化度算出機能１５０は、設備情報データベース１２０と劣化要素データベース１
３０を参照し、各設備の劣化度を算出する機能である。この算出した劣化度を使用して、
設備情報データベース１２０の「劣化度」項目を更新する。
【００１７】
　リミット算出機能１９０は、故障履歴データベース１１０を参照し、種類やメーカー、
タイプといった項目と劣化度項目の値を使用して、劣化度の平均値を算出し、それを設備
の耐久度として、設備耐久度データベース１４０に登録する機能である。図３dに、設備
耐久度データベースのデータ構成図を示す。設備耐久度データベースは、「耐久度NO」、
「種類」、「メーカー」、「タイプ」、「型NO」、「年式」、「耐久度」を保持する。
【００１８】
　劣化度設定機能２００は、故障履歴データベース１１０を参照し、設置開始年月日およ
び故障年月日の値から、設備が設置されていた期間を算出し、それぞれの設置地区に応じ
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た期間から劣化単価を算出する。この算出式は、線形多項式となるため、各式より算出し
た劣化単価については、平均をとることで、より精緻化をはかることができる。
【００１９】
　保守点検優先度表示機能２１０は、設備劣化度算出機能１８０にて設定された劣化度、
リミット算出機能１９０による各設備の耐久度である設備耐久度データベース１４０内の
データを入力とし、設備情報データベース１２０を参照し、各設備について耐久度を超過
しているか否かの判定、および次回の保守点検日に耐久度を超過するか否かの判定を行う
。また、劣化度について降順に並べ優先度を順に付与する。保守、点検時は、この保守点
検優先度表示機能による表示結果をもとに対象設備を決定することができる。
【００２０】
　設備管理システムは、所謂コンピュータであり、処理装置（ＣＰＵ）と、記憶装置（メ
モリ、ハードディスクドライブ）、外部のネットワークと通信可能な通信装置と、これら
を接続するバスまたは内部ネットワークを備える。設備管理システムは、入力装置や表示
装置を備えるのが好ましい。故障履歴データベース１１０、設備情報データベース１２０
、劣化要素データベース１３０、設備耐久度データベース１４０は、記憶装置（主にハー
ドディスクドライブ）上に構築（記憶）される。設備情報管理機能１５０、故障履歴管理
機能１６０、劣化要素管理機能１７０、設備劣化度算出機能１８０、リミット算出機能１
９０、劣化度設定機能２００、保守点検優先度表示機能２１０は、処理装置が、記憶装置
（主にメモリ）上に展開（記憶）されたプログラムに従って、動作（例えば、記憶装置（
主にメモリ）上でデータを処理）することによって実現される。
【００２１】
　次に、各機能を使用した処理の流れを図２に従って説明する。図２では、使用者と設備
管理システムと簡略化しているが、この使用者からの入力という処理は、配電システムと
いったシステムからのデータ連けいによる入力処理でもかまわない。
  まず、図２aは、設備故障時の処理フローを示す。システムの使用者は、故障した設備
情報を設備管理システムに入力する（ステップ３０１）。設備情報とは、「設備NO」、「
種類」、「メーカー」、「タイプ」、「型NO」、「年式」、「設置開始年月日」、「故障
年月日」、「設置地区１」、「設置開始年月日１」、「設置終了年月日１」、「設置地区
２」、「設置開始年月日２」、「設置終了年月日２」、「設置地区３」、「設置開始年月
日３」、「設置終了年月日３」、・・・、「劣化度」をいう。設備管理システムでは、故
障履歴管理機能１６０にて、入力された情報を故障履歴データベース１１０に登録する（
ステップ３０２）。故障履歴データベース１１０に登録したため、設備情報管理機能１５
０にて、故障した設備情報を設備情報データベース１２０から削除する（ステップ３０３
）。最後に、劣化度設定機能２００を使用して、故障した設備の設置地区、設置期間、設
置開始年月日、故障年月日をもとに、既存の故障履歴データベース１１０の設備の情報を
使用して、各劣化要素（例えば、普通、塩害、雷害、強風）の劣化単価（単位期間あたり
の劣化度）を算出する。これは、各設備ごとに、劣化単価を変数とした連立線形多項式と
なる。具体的には以下のようになる。まず、各劣化要素の基準となる普通地区の劣化単価
を１として、普通地区に設置されている設備の劣化度を算出する。具体的には、設備１が
普通地区にT1期間、設備２が普通地区にT2期間設置されて故障した場合、
　設備１の劣化度：T1×1＝T1
　設備２の劣化度：T2×1＝T2
となる。劣化度は設置期間に比例する。ここで、設備３が設備１と同種の設備であった場
合で、設備３は、塩害地区にT3期間設置されて故障した場合、塩害地区による劣化単価を
Xとすると、
　設備３の劣化度：T3×X＝T1
となり、X=T1/T3により塩害による劣化単価を求めることができる。通常、塩害地区の故
障までの設置期間は、普通地区の故障までの設置期間よりも短いため、Ｘは１よりも大き
い値となる。同種というのは、設備の種類、メーカー、タイプ、型NO、年式が同一の事を
指す。このように、普通地区におかれていた設備を基準とし、各地区の劣化単価を求める
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。比較しやすいように、普通地区の故障した設備情報を、予め定めておくのが好ましい。
【００２２】
　また、設備４が設備１と同種の設備であった場合で、設備４は、塩害地区にT41期間、
雷害地区にT42期間設置されて故障した場合、塩害地区による劣化単価をX、雷害地区によ
る劣化単価をYとすると、
　設備４の劣化度：T41×X＋T42×Y＝T1
となる。塩害地区の劣化単価X=T1/T3であるから、雷害地区による
劣化単価Y＝T3（T1-T41）/（T3×T42）と求めることができる。このようにして劣化単価
を求めて行くわけであるが、故障した設備が増加すると、劣化単価が一意に定まらない。
この場合は、それぞれの劣化単価ごとに平均をとることで、より精度の高い劣化単価を設
定していく。たとえば、設備５が設備１と同種の設備であった場合で、設備５は、普通地
区にT51期間、雷害地区にT52期間設置されて故障した場合、雷害地区による劣化単価をY
とすると、
　設備４の劣化度：T51×1＋T52×Y＝T1
となる。したがって、雷害地区による劣化単価Y＝（T1-T51）/T52となり、先ほど設
備４のときに求めた雷害地区による劣化単価Yの値と異なる場合がある。この場合
は、設備４で求めた劣化単価と設備５で求めた劣化単価の平均をとり、より精度の高
い値にするのである。この平均後の値を、各劣化要素の劣化単価とし、劣化要素データベ
ース１３０の劣化単価を更新する。また、算出した劣化単価を使用して各設備がそれぞれ
の設置地区に設置されていた期間をかけることで、各設備の劣化度を計算し、故障履歴デ
ータベース１１０の劣化度項目を更新する（ステップ３０４）。
  次に、図２bは、設備新規設置時および取り外しまたは、再設置時の処理フローを示す
。使用者は、まず、設備情報を入力する（ステップ４０１）。ここでいう設備情報とは、
新規に設置した設備であったり、取り外した設備、または点検後再設置した設備情報であ
る。設備管理システムでは、設備情報管理機能１５０にて、設備NOを検索キーとして検索
し、ヒットしなければ、新規の設備と判断して、設備情報データベース１２０に追加し、
ヒットした場合、取り外しまたは再設置と判断し、該当設備NOのレコードを更新する（ス
テップ４０２）。
  次に、図２cは、劣化要素の追加、更新時の処理フローを示す。これは、基本的な劣化
要素である、塩害、雷害、強風以外の新規に劣化要素となる地区や事象が発生した場合で
ある。使用者は、新しい劣化要素を入力する（ステップ５０１）。設備管理システムは、
劣化要素管理機能１７０にて、劣化要素データベース１３０に入力された項目を追加する
（ステップ５０２）。劣化単価については、初期値１（普通地区の劣化単価と同一の劣化
単価）を設定する。これは、その劣化要素地区に設置され、故障設備が発生するたびに値
が設定され、精緻化されていく。
  次に、図２dは、設備耐久度分析時の処理フローを示す。使用者は、設備の種類、メー
カー、タイプ、型NO、年式といった分析したい条件を入力する（ステップ６０１）。設備
管理システム１００では、リミット算出機能１９０にて、故障履歴データベース１１０を
使用して、入力された条件に従い、劣化度を集計する。具体的には、入力された条件をキ
ー項目として、故障履歴データベース１１０を検索し、合致した１または複数の設備の劣
化度項目の値を読み出し、読み出した劣化度について平均値を算出する。劣化度が最小値
であった設備は、その入力条件のなかで、最も劣化度が小さかったにもかかわらず故障し
た設備であり、劣化度が最大値であった設備は、その入力条件のなかで、最も劣化度が大
きかった設備である。これは、与えらた条件に合致する設備であっても、個体ごとに故障
したときの劣化度が異なるためである。そのため保守点検計画に役立てるためには、この
ような個体ごとのばらつきを考慮し、与えらた条件に合致する設備の劣化度の平均値をと
り、これを耐久度として扱う。平均の代わりに、標準偏差を用いてもよい。設備の劣化度
がこの耐久度と同値になると、故障すると想定されるということを意味する。（ステップ
６０２）
  最後に、図２eは、保守点検作業計画時の処理フローを示す。使用者は、保守点検作業
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設備劣化度算出機能１８０にて、設備情報データベース１２０を参照し、各設備について
、作業年月日時点での劣化度、次回作業予定日での劣化度を算出する（ステップ７０２）
。これは、各設備が、その設備劣化度算出機能１８０を使用した時点で設置されている設
置地区にそのまま設置されていると仮定して、劣化度を計算する。例えば、次回作業予定
日までの残り期間に劣化単価を乗算することによって計算することができる。その後、保
守点検優先度表示機能２１０にて、故障履歴データベース１１０を参照し、設備劣化度算
出機能１８０の算出結果である劣化度が、保守点検作業年月日で設備の耐久度を超えてい
る設備、次回作業年月日で、同じ場所で使用し続けた場合、設備の耐久度を超えると想定
される設備を出力する。これは、設備情報データベース１２０を検索し、各設備の現在設
置されている設置地区を判定し、その設置地区の劣化単価と、次回作業年月日と保守点検
作業年月日の間隔から次回作業年月日までの期間を算出し、それらをかけることで、次回
作業年月日までに増加する劣化度を算出する。この増加する劣化度と保守点検作業年月日
時の劣化度を足すことで次回作業年月日の劣化度を想定する。加えて、これら以外の設備
について劣化度の降順でソートし出力する（ステップ７０３）。使用者は、この出力結果
をもとに劣化度が耐久度を超えると予想された設備のみを保守、点検すべき設備として選
定する。
【００２３】
　ただし、劣化度が耐久度を超えると予想された設備を基準に設備点検地区を選定し、そ
の設備点検地区内で劣化度が耐久度を越えないが耐久度に近い（例えば、耐久度の８０％
を越えた場合の）設備も併せて保守、点検すべき設備として選定してもよい。これにより
、より効率的に保守、点検を行うことができる。
【００２４】
　尚、本発明は、配電設備に限らず、複数の場所で使いまわされる設備（機器）に適用可
能である。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明は、配電設備を保守・点検するためのシステムに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】設備管理システムの機能ブロック図
【図２ａ】設備故障時の処理フローチャート
【図２ｂ】設備新規設置時および取り外し／再設置時の処理フローチャート
【図２ｃ】劣化要素の追加／更新時の処理フローチャート
【図２ｄ】設備耐久度分析時の処理フローチャート
【図２ｅ】保守点検作業計画時の処理フローチャート
【図３ａ】故障履歴データベースのデータ構成図
【図３ｂ】設備情報データベースのデータ構成図
【図３ｃ】劣化要素データベースのデータ構成図
【図３ｄ】設備耐久度データベースのデータ構成図
【符号の説明】
【００２７】
　１００‥設備管理システム、１１０‥故障履歴データベース、１２０‥設備情報データ
ベース、１３０‥劣化要素データベース、１４０‥設備耐久度データベース、１５０‥設
備情報管理機能、１６０‥故障履歴管理機能、１７０‥劣化要素管理機能、１８０‥設備
劣化度算出機能、１９０‥リミット算出機能、２００‥劣化度設定機能、２１０‥保守点
検優先度表示機能
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